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1 はじめに 

 

昨年 4 月、メキシコ及び米国を中心とし

て発生した豚インフルエンザは、同月 28 日

に世界保健機関(WHO)により、その対応がフ

ェーズ 4 に引き上げられ、新型インフルエ

ンザとして対応することになり、その後、世

界的な流行により現在フェーズ 6 まで引き

上げられ対応している。 

日本国内では 5月 16 日に、東京都内では

5月 20 日に初めて感染者が発生し、現在、

東京都内にインフルエンザ流行警報が発令

(10 月 28 日発令)されており、今後、更なる

感染者の増加が予測されることから、当庁

における危機管理上の重要な課題として救

急活動に取り組んでいるところである。 

 

 

2 救急活動時の感染防止対策 

 

救急活動現場において傷病者が罹患して

いる感染症を特定することは困難であり、

そのほとんどは傷病者を医療機関に搬送し

た後に判明するのが実態である。このこと

は新型インフルエンザについても同様とい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

える。 

つまり、救急活動は事実上あらゆる傷病

者を対象としていることから、当庁では感

染防止対策について次のように定め救急活

動を実施している。 

(1)感染防止措置 

ア ディスポーザブル手袋の着装 

(ア)気道確保、酸素吸入、人工呼吸処置

を行う場合 

(イ)止血、創傷処置を行う場合 

(ウ)吐物、汚物処理を行う場合 

イ 滅菌ゴム手袋の着装 

(ア)分娩介助処置を行う場合 

(イ)気管内吸引処置を行う場合ウビニ

ール製腕カバーの着装出血、嘔吐

等により汚染が予測される場合 

エ マスクの着装 

(ア)ディスポーザブル手袋又は滅菌ゴ

ム手袋を着装して救急処置を実施

する場合で、感染防止を図る必要

があると認める場合 

(イ)咳等からの感染防止を図る必要が

あると認める場合 

(ウ)咳等からの感染防止を図る必要が

あると認める場合で、酸素吸入を
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必要としない傷病者に着装する場

合 

オ ゴーグルの着装 

血液、嘔吐物等により汚染が予測さ

れる場合 

カ 靴カバーの着装 

(ア)出血、嘔吐等により汚染が予測され

る場合 

(イ)現場保存の必要がある場合キ感染

防止用フード新型インフルエンザ

等により、特別に感染防止を図る

必要がある場合 

ク 感染防止衣の着装 

血液、嘔吐物等による感染又は感染

等のおそれがある場合(状況により上衣

だけの着装もあるが、隊として統一す

る。) 

(2)観察及び救急処置上の留意事項 

ア 観察の結果、血液、嘔吐物、排泄物等

がある場合、また、海外から帰国して下

痢、嘔吐がある場合は、感染防止に十分

配意して行動する。 

イ 感染の危険がある傷病者に対しては、

可能な限り直接接触を避ける。 

ウ 咳、嘔吐の症状がある傷病者に対し

ては、飛沫感染を防止するため、マスク

を着用する。 

エ 救急処置に伴い、手指に血液等が付

着することにより、感染するおそれが生

じた場合は、手袋を使用する。 

オ 救急隊員の手指に創傷がある場合は、

観察又は救急処置を行う前に手袋を装

着し、感染防止に配意する。 

カ 救急処置に使用した手動式人工呼吸

器、マスク等の直接血液等に触れて汚染

された救急資器材は、それぞれ汚物袋に

収納する。 

帰署(所)後、再使用するものは、適正

な消毒、滅菌等の処理を行う。 

また、廃棄するものは、救急廃棄物専

用の回収容器に廃棄する。 

キ 感染危険のある傷病者をストレッチ

ャーに収容する場合は、事前に救急シー

ッ等を活用し、ストレッチャー、救急自

動車の汚染防止に努める。 

ク 搬送中の救急自動車内における嘔吐

物、排泄物等は、汚物袋に収納し、適正

に処理する。 

ケ 静脈路確保のために使用した静脈留

置針の内筒針及び穿刺に失敗した翼状

針、留置針は、再度ふたをすることなく

小容器に収納し、針刺し事故の防止を図

る。 

コ 血液等の付着した傷病者の搬送に際

し、付近にいる者に協力を依頼する場合

は、救急隊員と同様な感染防止上の措置

をとる。 

(3)消毒の実施 

ア 使用後消毒 

(ア)救急自動車内、救急資器材及び救急

隊員の装着品等の使用後消毒を確

実に実施する。この際の消毒は、血

液、嘔吐物、排泄物等の有無にかか

わらず、細菌やウイルスが付着し

ている前提で、救急活動後、必ず実

施する。 

(イ)救急隊員は、救急活動後、うがい手

洗いを励行し、手指等を消毒する。 

イ 定期消毒 

救急自動車及び積載資器材は、定期
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的に消毒するとともに、救急自動車の消

毒を実施した場合は、車内定期消毒実施

表に記録し、表示しておく。 

ウ 救急自動車の消毒 

(ア)汚染の度合いに応じて、清拭あるい

は散布する薬液量を加減する。 

(イ)消毒実施時には、ディスポーザブル

手袋を着装し、必要によりマスク

を着装する。 

 

 

3 新型インフルエンザに対する感染防止対

策 

 

新型インフルエンザは、感染症の予防及

び感染症の患者に対する医療に関する法律

(平成 10 年 10 月 2 日法律第 114 号)に基づ

き、入院を勧告又は命令された者について

の医療機関までの移送は、都道府県知事の

責任において行うこととされている。 

東京都では、当庁と東京都福祉保健局の

間で協定を締結し、消防活動の一環として

暫定的に当庁が感染症患者移送専用車両の

運行等を行い、東京都福祉保健局と協同で

搬送することとしている。 

また、救急活動時における新型インフル

エンザに対する感染防止対策については、

その流行状況に応じて、医師等の学識経験

者に安全性を確認した措置を講じており、

当初は新型インフルエンザの感染力や毒性

等が不明であったことから、より危険側に

立った対応を図るため、表 2 の感染防止対

策を講じてきた。その後、現在流行している

新型インフルエンザは、①ほとんどの症例

が比較的軽症で回復すること、②抗インフ

ルエンザウイルス薬のタミフルやリレンザ

が有効であること、③感染様式は季節性の

インフルエンザと同じ飛沫感染が主体であ

ることから、関係機関との調整を図り、現在

は表 3の感染防止対策を講じている。 

また、11 月には、従来の不織布タイプの

感染防止衣から、より耐久性が高く、ウイル

スバリア性が高い新型感染防止衣(画像5参

照)を導入し運用している。 
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4 おわりに 

 

新型インフルエンザの流行期においても

救急業務を継続していくため、政府の新型

インフルエンザ対策本部が示した「新型イ

ンフルエンザワクチン接種の基本方針」に

基づき、当庁においても救急隊員等へのワ

クチン接種の対応を図ったところである。 

また、救急資器材の備蓄を含めた救急活 

 

 

 

動体制を整備し、東京都福祉保健局(感染症

対策課)、東京都医師会及び医療機関等と連

携しながら引き続き感染防止対策を図って

いく。 


